
 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 9:30～12:15 口頭発表 

 A 会場   
気象教育 

 座長 ： 冨川喜弘（極地研） 

A101 龍山 康朗（RKB）エフコープが取り組む環境測定活動について 
A102 亀田 貴雄（北見工大社会環境）学校教育における雪結晶生成実験 ― 北見工業大学の物理学実験

での実施例 ― 

 

 

スペシャル・セッション｢国際極年（IPY）2007-2008の成果と将来展望｣Ⅰ 

 座長 ： 冨川喜弘（極地研） 

A103 山内 恭（極地研）国際極年（IPY）2007-2008の成果と将来展望 
*A104 中島 英彰（環境研）JARE48によるIPY2007-2008期間の南極昭和基地における観測 

A105 佐伯 浩介（東北大院環境）FTIRを用いた2007年南極昭和基地における大気微量成分の観測 

A106 大矢 麻奈未（筑波大院生命環境）FTIR観測による2007年南極昭和基地・大気中オゾンの定量化 

 

 座長 ： 橋田 元（極地研） 

*A107 近藤 豊（東大先端研）バイオマス燃焼による北極域のエアロゾル生成量・物理化学特性・輸送過程 

*A108 榎本 浩之（北見工大）国際極年における日本-スウェーデン南極トラバース氷床観測 
A109 原 圭一郎（福岡大理）日本・スウェーデン共同内陸トラバースでの表面積雪とエアロゾルの観測 

A110 鈴木 香寿恵（極地研）南極氷床への大気輸送起源の空間分布とその季節変化 
A111 平沢 尚彦（極地研）南極域におけるブロッキング後の総観規模場の変化とドームふじ基地の雲・降

水 

 

※* の講演は持ち時間20分，その他の講演の持ち時間は13分です． 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 9:30～12:15 口頭発表 

 B 会場   
スペシャル・セッション｢温室効果ガス観測技術衛星GOSAT「いぶき」の利用研究｣ 

    座長 ： 今須良一（東大気候システム) 

B101 久世 暁彦（JAXA）いぶき搭載温室効果ガス観測センサの性能と運用状況 
B102 吉田 幸生（環境研）GOSAT TANSO-FTS SWIR による二酸化炭素・メタンのカラム平均濃度の導

出とその初期結果 

B103 江口 菜穂（環境研）GOSAT TANSO-FTS SWIR Level 2 データ質の評価と二酸化炭素.メタンの時空

間変動（初期解析結果) 

B104 内野 修（環境研）GOSAT のCO2とCH4カラム平均混合比の初期検証について 
 

   座長 ： 横田達也（環境研） 

B105 今須 良一（東大気候システム）GOSAT/TANSO-FTS熱赤外スペクトルの校正精度と気体濃度解析 

B106 齋藤 尚子（東大気候システム）GOSAT/TANSO-FTSバンド4のCO2プロファイル初期導出結果 
B107 菊地 信行（環境研）GOSAT TANSO-CAIのL1データとL2大気プロダクト 
B108 石田 春磨（東海大情技セ）GOSAT-CAI観測による雲マスクデータの検証 
B109 金 憲淑（地球研）Estimates of regional CH4 fluxes using NIES transport model 
 
総合討論 

 

※各講演の持ち時間は15分です． 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 9:30～12:15 口頭発表 

 C 会場   

大気力学 

 座長 ： 伊賀啓太（東大海洋研） 

C101 岩山 隆寛（神戸大院理）一般化された2次元流体系のGreen関数 
C102 末吉 雅和（気象研）一般化された 2 次元流体系における平行流の安定性 : 速度固定条件の場合 

C103 野田 彰（JAMSTEC）反対称渦拡散テンソルと3次元Eliassen-Palmフラックス 
C104 伊賀 啓太（東大海洋研）シアー流中の中立波-遠方にある波の振舞い- 
C105 隅田 勝将（京大院理）1.5層準地衡系におけるシアー流中の孤立渦について 
C106 齊藤 直彬（京大院理）回転軸が鉛直方向から傾いた系におけるsin型水平シア流と熱対流の相互作用 

C107 中村 晃三（JAMSTEC）仮温度が周囲と等しい気塊の安定性による大気成層の分類 
C108 島崎 景子（九大院理）積雲内の凝結揺らぎに対する大気・固体地球結合系の線形応答 
C109 三村 和男（東海大教養学）閉ループ内熱対流室内実験 ～自発的レジームシフト～ 
C110 増子 友紀（東海大理）閉ループ内熱対流実験～2種類のカオス的反転の検証～ 
C111 松島 和宏（東海大教養）低回転速度時における半球規模回転水槽実験で生じた流れ 
C112 竹村 和人（京大院理）ブロッキング形成期の予測可能性に関する事例解析 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 9:30～12:15 口頭発表 

 D 会場   
降水システムⅠ 

 座長 ： 佐藤晋介（NICT） 

D101 加藤 輝之（気象研）西日本で見られる積乱雲の雲底高度の高度別出現頻度 ～雲解像モデルの予想

結果から～ 

D102 佐藤 晋介（NICT）400MHz帯WPR/RASSによる梅雨前線帯の降水過程と温度場の観測 
D103 大竹 秀明（気象研）寒気吹き出し時に日本海北部に発生する太い筋雲の形成メカニズム 
D104 折口 征二（九大院理）下層ジェットの強化機構 ～総観スケール・メソスケール下層ジェットの数

値的研究～ 

D105 檜尾 守昭（気象大）飽和大気の力学理論に関する一手法の改善 
D106 木下 仁（福岡管区気象台）2009 年2 月24 日～25 日九州付近に発生した顕著な副振動について 

 

 

相互作用 

 座長 ： 吉田 聡（JAMSTEC） 

D107 近本 喜光（東大気候システム）熱帯大西洋におけるSST偏差の南北勾配とその予測可能性 
D108 吉田 聡（JAMSTEC）AFESにおけるメキシコ湾流SST勾配に対する降水応答 
D109 田口 文明（JAMSTEC）北太平洋亜寒帯前線域に集中する十年規模海面水温偏差とその大気への影

響 -中解像度大気海洋結合モデルによる研究- 

D110 小川 史明（東大院理）中緯度SST勾配が移動性擾乱活動に与える影響 
D111 山本 勝（九大応力研）日本海SSTが北西太平洋域の気象に与える影響 
D112 浅井 丈昭（北大院理）東シナ海の黒潮による梅雨への影響：降水集中化の可能性 
D113 川合 義美（JAMSTEC）梅雨期の降水イベントと海面水温日変化に関する数値実験（I） 
D114 山内 明子（伊豆海研）局所的標準フラクタル次元を用いた層別海水温の変動解析－伊豆半島周辺を

例として－ 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 13:15～17:00 口頭発表 

 A 会場   
スペシャル・セッション｢国際極年（IPY）2007-2008の成果と将来展望｣Ⅱ 

 座長 ： 猪上 淳（JAMSTEC） 

*A151 遊馬 芳雄（琉球大理）IPYとしてのWinter T-PARC 
A152 高橋 真司（筑波大院生命環境）夏季における北極低気圧のライフサイクルについて 
A153 田中 博（筑波大計算科学）筑波大学CCSに移植したNICAMによる北極低気圧の数値実験（2） 
A154 山崎 孝治（北大院地球環境）北極海の9月の海氷面積変動に対する冬と夏の風の役割 
A155 小木 雅世（JAMSTEC）夏の北極振動と関連したトレンドと北極海の海氷の関係 
A156 栗田 直幸（JAMSTEC）シベリア域の秋期降雪にみられる北極域水循環の変調 
A157 飯島 慈裕（JAMSTEC）東シベリアにおける近年の気候変動に伴う凍土・水循環過程の変調 

 

休憩 

 座長 ： 中島英彰（環境研） 

*A158 菊地 隆（JAMSTEC）北極海での国際極年における海氷・海洋観測：レビュー 
A159 堀 正岳（JAMSTEC）北極海航海における大気・海氷の観測支援資料の作成と自動配信 
A160 猪上 淳（JAMSTEC）無人飛行機を用いた北極における大気・地表面/海面観測 
A161 橋田 元（極地研）南極昭和基地で観測されたODEs －海氷圏生物地球化学の展開に向けて－ 

*A162 佐藤 薫（東大院理）南極昭和基地大型大気レーダー計画の現状 Current Status of Program of the 
Antarctic Syowa MST/IS Radar（PANSY） 

A163 冨川 喜弘（極地研）成層圏突然昇温後の回復過程 
A164 田中 良昌（ROIS）成層圏突然昇温に伴う電離圏E層ダイナモの変化 

 

総合討論 

 

※* の講演は持ち時間20分，その他の講演の持ち時間は13分です． 

 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 13:15～17:00 口頭発表 

 B 会場   
気候システムⅠ 

 座長 ： 稲津 將（北大院理） 

B151 岡本 創（東北大理）CloudSat/CALIPSOによる氷粒子微物理特性の全球解析 II:海上と陸上の違い 

B152 広瀬 民志（京大院理）衛星雲量観測と地上雲量観測の長期変動の比較 
B153 堀之内 武（北大院地球環境）放射対流平衡におけるハドレー循環：基本的な制約条件と対流-波結

合の役割 

B154 渡部 雅浩（東大気候システム）定在波と非定常擾乱による南北熱輸送に見られる補償関係 
B155 佐藤 尚毅（東京学芸大自然）大気海洋結合のある浅水波方程式系において導出された位相 

  速度の遅い東進モード 

B156 袁 潮霞（東大院理）An AGCM Study on the Teleconnection of IOD to the Tibetan Plateau in Early Winter 

B157 稲津 將（北大院理）隣接閉領域トラッキング 
B158 村上 茂教（気象研）氷期気候系におけるエネルギー変換の空間分布 

 
 座長 ： 筒井純一（電中研） 

B159 村上 英世（東和大）地球温暖化防止法の提案 
B160 筒井 純一（電中研）簡易気候モデルによる中・長期的なCO2排出経路の検討 
B161 Strassmann Kuno（環境研）Millenial extensions of Representative Concentration Pathway placeholder 

scenarios : long term implications of 21st century choices 
B162 大石 龍太（東大気候システム）動態植生-大気大循環結合モデルを用いて再現された完新世温暖期

のPolar-amplificationにおける植生分布変化の役割とバイアス補正手法の有効性 

B163 立入 郁（JAMSTEC）陸域生態系モデルのパラメータ不確実性とその気候へのフィードバックへの

影響 

B164 馬淵 和雄（気象研）アジア域熱帯林減少の地域的なエネルギー・炭素収支への影響（３）―エネル

ギー収支の時間的変動推移についてー 

B165 川瀬 宏明（環境研）20世紀のエアロゾルの増加がアフリカの降水トレンドに及ぼす影響 
B166 江守 正多（環境研）気候変化予測から影響評価への不確実性伝播 ～南米の水資源影響評価を例と

して 

B167 杉 正人（JAMSTEC）地球温暖化に伴う熱帯低気圧の地域ごとの発生数の変化 
B168 村上 裕之（AESTO）20km格子全球大気モデルで予測された地球温暖化時の北大西洋における熱帯

低気圧のトラック変化 

B169 金田 幸恵（AESTO）水平解像度5km/2km非静力学モデルによる領域温暖化予測実験 7月の東日本

太平洋側でみられた強雨の増加傾向について 

B170 大泉 三津夫（気象大）マルチモデルアンサンブル実験での地域気候モデルの降積雪特性－ その2．
JRA25による長期積分 － 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 13:15～17: 00 口頭発表 

 C 会場   
台風 

 座長 ： 別所康太郎（気象研） 

C151 中澤 哲夫（気象研）伊勢湾台風再現実験 ―概要― 
C152 釜堀 弘隆（気象研）伊勢湾台風再現実験---気象庁全球同化システムを用いた伊勢湾台風再解析--- 

C153 新藤 永樹（気象研）伊勢湾台風再現実験 ―全球モデルによる進路予報― 
C154 川畑 拓矢（気象研）伊勢湾台風再現実験 ―気象庁メソ解析による再予報― 
C155 小西 達男（佐賀地方気象台）1828年シーボルト台風（子年の大風）と高潮 
C156 上野 充（気象研）QuikSCATデータで見た台風コア域内の降水と地上風非対称の関係 
C157 沢田 雅洋（東北大院理）蒸発冷却が台風に伴うレインバンドに与える影響 
C158 山田 広幸（JAMSTEC）台風0806号（Fengshen)の発生期にみられる日変化 
C159 山岬 正紀（JAMSTEC）対流圏中層のメソ対流渦の形成と台風の発生 
C160 吉岡 真由美（名大地球水循環）雲解像非静力モデルを用いた熱帯低気圧擾乱の初期発達過程 

 

 座長 ： 吉岡真由美（名大地球水循環） 

C161 宮本 佳明（京大防災研）軸対称モデルを用いた熱帯低気圧の発達速度に対する海面交換係数の感度

実験 

C162 和田 章義（気象研）海面水温日変化が台風強度予測に与える影響 
C163 別所 康太郎（気象研）T-PARCにおけるドロップゾンデ観測と台風周辺環境の解析 
C164 星野 俊介（気象研）T-PARCで算出された大気追跡風データの精度検証 
C165 山下 浩史（気象庁数値予報）2008年台風第13号の特別観測データを使用した気象庁全球モデルによ

るインパクト実験の評価（第2報） 

C166 太田 洋一郎（気象庁数値予報）2008年台風第15号の特別観測データを使用した気象庁全球モデルに

よるインパクト実験の評価（第2報） 

C167 谷口 博（JAMSTEC）全球非静力学モデルによるサイクロン Nargis のアンサンブルシミュレーショ

ン 

C168 坪木 和久（名大地球水循環）温暖化気候において極端に発達する台風の雲解像シミュレーション 

C169 吉野 純（岐阜大院工）現在・将来気候における東海地方における可能最大風速の評価 



 大会第1日 〔 11月25日（水）〕 13:15～17: 00 口頭発表 

 D 会場   
気象予報 

 座長 ： 澤田 謙（気象庁数値予報） 

D151 清水 慎吾（防災科研）動径風とGPS可降水量のデータ同化インパクト -2006年7月15日の事例解析- 

D152 山口 弘誠（京大生存基盤）偏波レーダーCOBRA から推定される降水粒子種類のデータ同化 
D153 黒田 徹（気象研）ミャンマーサイクロンNargisのLETKFデータ同化実験1 
D154 小司 禎教（気象研）サイクロンNargisのGPSデータ同化実験 
D155 茂木 耕作（JAMSTEC）客観解析の精度向上に対する強化観測データ追加の効果 
D156 青梨 和正（気象研）マイクロ波輝度温度を雲解像モデルへ同化するEnsembleに基づく変分同化法

（EnVA) 

D157 澤田 謙（気象庁数値予報）非静力学メソ4次元変分法（JNoVA）の現業化 
D158 澤田 謙（気象庁数値予報）JRA-25長期再解析データにJNoVAを用いた短期領域再解析実験 

 
 座長 ： 前島康光（名大地球水循環） 

D159 国井 勝（気象研）メソアンサンブル予報に対する初期摂動結合手法の試み 
D160 原 昌弘（気象研）全球SV法によるメソアンサンブル予報実験（2009年7月豪雨の事例） 
D161 斉藤 和雄（気象研）メソアンサンブル予報におけるBGM法とLETKFの比較（2）EnKFサイクルへ

の境界摂動の影響 

D162 石田 純一（気象庁数値予報）気象庁における高分解能局地モデルの開発 
D163 榎本 剛（JAMSTEC）浅水波モデルへのスペクトル双3次内挿法の適用 
D164 前島 康光（名大地球水循環）全球静力学-雲解像非斉一結合モデルの開発 
D165 堀田 大介（気象庁数値予報）データ同化サイクルを利用した, 物理過程開発への階層的アプローチ

の試み 

D166 長澤 亮二（気象庁数値予報）気象庁非静力学モデルの放射過程における雲のオーバーラップの問題

点 

D167 林 修吾（気象研）東南アジア域と日本域におけるNHMとWRF-ARWによる短期予報での日変化の再

現性検証水平解像度20kmモデルと1wayネストした5kmモデルでの結果 

D168 辰己 賢一（京大防災研）WRFモデルによるリアルタイム高分解能局地予報の試み：2009年梅雨期に

おける降雨予測の精度検証 



 大会第2日 〔 11月26日（木）〕 9:15～12:00 口頭発表 

 A 会場   
中層大気 

 座長 ： 宮崎和幸（JAMSTEC） 

A201 黒田 友二（気象研）成層圏突然昇温時に見られた対流圏環状モード予測可能性に対する大きな初期

値敏感性 

A202 一丸 知子（九大院理）2009年1月大規模突然昇温の特徴とその予報について 
A203 小寺 邦彦（名大STE）2009年1月の成層圏突然昇温現象の熱帯成層圏・対流圏への影響 
A204 江口 菜穂（環境研）2009年北半球成層圏突然昇温による熱帯の積雲活動と絹雲への影響について～

成層圏循環場と赤道季節内変動との関係を探る～ 

A205 木下 武也（東大院理）赤道域における3次元波活動度フラックス 
A206 Chen Ying-Wen（九大院理）Ultra-fast Kelvin Waves Simulated by the Kyushu University GCM 

A207 井上 誠（東大気候システム）成層圏QBOと秋季アジア域における対流圏循環との関係 
A208 佐治 憲介（京大院理）成層圏でのプラネタリー波の反射と関連する帯状風構造 
A209 山下 陽介（東大気候システム）太陽11年周期変動に伴う成層圏大気の応答 
A210 宮崎 和幸（JAMSTEC）中高緯度対流圏界領域における高安定度・物質濃度勾配の形成機構 
A211 菅田 誠治（環境研）北半球冬季成層圏極渦の孤立性の年々変動 
A212 秋吉 英治（環境研）オゾンホールと南半球の波動活動との関係 
A213 長浜 芳寛（横浜国大環境情報）FTIRで観測された中緯度オゾン全量とドブソン分光計およびTOMS

オゾン全量との比較 



 大会第2日 〔 11月26日（木）〕 9:15～12:00 口頭発表 

 B 会場   
気候システムⅡ 

 座長 ： 河本和明（長崎大環境科学） 

B201 佐藤 友徳（北大院地球環境）北東アジアにおける夏季の降水起源の年々変動について 
B202 早坂 忠裕（東北大院理）中国における日射量の長期変動とその要因（その２） 
B203 浜田 純一（JAMSTEC）インドネシア・ジャカルタ周辺の雨季の降水経年変動に関する研究 
B204 谷田貝 亜紀代（地球研）インドラダック地域における気象観測 
B205 馬場 賢治（京都産業大全セ）Bellingshausen Sea付近における海氷と大気,海洋の季節内変動の関係に

ついて 

B206 河本 和明（長崎大環境科学）東アジアにおける短波放射変動に対する雲・エアロゾル・水蒸気の寄

与の地理分布 

B207 上口 賢治（気候研）長期高解像度降水プロダクトAPHRO_PRのための降水量推定手法の開発 
B208 中澤 哲夫（気象研）全球客観解析データの地上風の強風発生確率 

 
 座長 ： 上口賢治（気象研） 

B209 岩本 勉之（北大低温研）AMSR-Eを用いた北極海の熱フラックスと海氷生産量分布の見積り 
B210 徐 健青（JAMSTEC）地表面日射量の推定とその応用について 
B211 加藤 内藏進（岡山大教育）西日本の梅雨期を中心とした降水の季節進行と2000年代における特徴－

多降水日の現われ方に注目して－（序報） 

B212 岩崎 博之（群馬大教育）AMeDAS データを用いた弱雨の経年変化の地理的特徴の研究 
B213 大河内 康正（八代高専）アメダスで見た日本の温暖化の現状 
B214 藤部 文昭（気象研）日本域の地上気温の長期格子点データに含まれる都市バイアスの検討 
B215 岩木 真穂（京大院人間環境）降水イベント数値化の試み 
B216 若月 泰孝（JAMSTEC）時間、日降水量に対する新しい確率分布関数の検討 



 大会第2日 〔 11月26日（木）〕 9:15～12:00 口頭発表 

 C 会場   
物質循環・放射 

 座長 ： 鶴田治雄（東大気候システム) 

C201 三枝 信子（環境研）2003年夏の気象の偏差が東アジア陸域生態系の光合成生産量に与えたインパク

ト 

C202 小畑 淳（気象研）大気メタン急激増加に対する気候炭素循環モデルの応答－1000倍増加に対する数

十年規模の応答について－ 

C203 須藤 健悟（名大院環境）対流圏オゾンおよびメタンの過去再現シミュレーション：初期結果 

C204 永島 達也（環境研）異なる手法を用いた東アジア対流圏オゾンの発生源別寄与推定の比較 
C205 梶野 瑞王（東大先端研）エアロゾル化学輸送モデルEMTACSを用いたアジア大陸アウトフロー領域

におけるエアロゾル変容過程に関する数値実験 

C206 江口 健太（九大院総理工）地球を一周するアジア起源ダストの輸送について 
C207 常松 展充（千葉大CEReS）地球温暖化に伴う大気安定度の変化が黄砂の発生と輸送に及ぼす影響の

シミュレーションの試行 

C208 青木 一真（富山大院理工）立山・浄土山観測における高標高地域のエアロゾルの光学的特性：その

２ 

C209 高村 民雄（千葉大CEReS）２００９年３－４月の福江島におけるエアロソルの放射効果 
C210 鶴田 治雄（東大気候システム）ピマイ（タイ）における大気エアロゾルの化学特性と光学特性（第

２報） 

C211 Khatri Pradeep（CEReS）A study of spectral dependency of aerosol light absorption over East China Sea region 
using sky radiometer data 

C212 酒井 哲（気象研）室内実験によるエアロゾル偏光解消度の測定：ライダーデータの定量解釈に向け

て 

C213 當房 豊（金沢大FSO）海洋大気境界層内で起こりうる鉱物粒子の形状・化学組成の変化 
C214 青木 輝夫（気象研）多層積雪アルベド物理モデル 
C215 庭野 匡思（気象研）積雪アルベド物理モデルの高度化―積雪粒径計算過程の組み込み― 
C216 亀田 貴雄（北見工大社会環境）皆既日食が地上付近の大気および積雪におよぼす影響― 2003年11

月23日南極ドームふじでの観測結果 ― 



 大会第2日 〔 11月26日（木）〕 9:15～12:00 口頭発表 

 D 会場   
雲物理 

 座長 ： 大竹秀明（気象研） 

D201 村上 正隆（気象研）暖候期四国上空における雲・エアロゾル特性（その２） 
D202 伊ヶ崎 英雄（気象協会）人工降雨実験観測データを用いた人工降雨有効雲の定性的判定法の試み（2) 

D203 小池 克征（いであ（株））地上観測データを用いた利根川上流域における降雪決定因子に関する研

究 

D204 大竹 秀明（気象研）山岳性降雪雲内の雲水・氷水量の分布 -モデルとのvalidationに向けて- 
D205 山下 克也（気象研）人工降雨シーディング用吸湿性粒子の雲凝結核特性（その３) 
D206 田尻 拓也（気象研）MRI雲生成チェンバーによる雲物理実験 ダスト粒子～雲粒・氷晶発生過程（序

報） 

D207 鈴木 賢士（山口大農）ビデオゾンデで観測された霰粒子の雲物理学的特徴 
D208 中村 晃三（JAMSTEC）ビン法雲物理モデルを使った暖かい雨のバルク法モデルの改良（その２：

ビンモデルで再現された雲微物理過程） 

D209 三隅 良平（防災科研）対流性降雪雲の発達期における雲物理構造－多次元ビン法シミュレーション

－ 

D210 石坂 雅昭（防災科研）主要降雪粒子の判別と降雪動態の記述について－粒径・落下速度座標におけ

る降雪粒子質量フラックス分布の中心－ 

D211 永戸 久喜（気象研）TRMM/PR・TMI観測データを用いたJMA-NHM雲微物理過程の検証 
D212 久保田 拓志（JAXA/EORC）衛星搭載降水レーダシミュレータによるJMA-NHM雲微物理過程の検証 

D213 小林 隆久（気象研）衛星で観測した雲光学的厚さと雲粒サイズに及ぼす降水の影響 
D214 飯田 絵里菜（東大院理）東シナ海・黄海における層雲・層積雲の雲微物理特性:A-FORCE航空機観

測の初期解析結果 

D215 深尾 昌一郎（福井工大）Mammatus clouds（乳房雲)と背景乱流の３波長帯レーダーによる同時観測 

D216 岩崎 杉紀（防衛大地球海洋）下部成層圏に達する深い対流の出現頻度分布の推定 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 9:15～11:30 口頭発表 

 A 会場   
 

スペシャル・セッション｢気象情報･知識の伝達･普及｣ 

 座長 ： 白石晶二（気象予報士会） 

A301 松本 積（福岡管区気象台）気象台における防災気象情報作成時の配慮・工夫 
A302 多々良 秀世（NPO法人 WFT）気象災害の図上訓練（DIG）について 
A303 白石 晶二（気象予報士会）気象防災知識の普及をどう進めるか 
A304 関 隆則（気象予報士会）千葉県内小学校での気象実験教室の実施 
A305 荒川 知子（田園調布学園）中学校・高等学校における気象教育充実の一例 
A306 加藤 内藏進（岡山大教育）季節サイクルや季節感を切り口とした日本の気候とその変化に関する授

業（岡山一宮高校での実践報告） 

A307 馬場 賢治（京都産業大全セ）大学生の地球温暖化に関する意識について 
A308 名越 利幸（岩手大教育）「学校気象台」地域連携ネットワークの構築 －岩手大学発信地域連携事

業－ 

A309 中山 秀晃（気象予報士会）利用者サイドに立った天気情報の開発－旅行用天気情報の研究と実践－ 

A310 平松 章男（北陸先端大知識）異常天候早期警戒情報を利用した商品発注の意思決定について 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 9:15～11:30 口頭発表 

 B 会場   
降水システムⅡ 

 座長 ： 用貝敏郎（鹿児島地方気象台） 

B301 清野 直子（気象研）東京における強雨事例のシミュレーション－2007年8月の事例における都市の

効果－ 

B302 川畑 拓矢（気象研）雑司ヶ谷豪雨に関するデータ同化・予報実験 -GPS水蒸気データのインパクト
- 

B303 高橋 日出男（首都大）2008年8月5日に発生した東京都区部短時間強雨時の気温分布と地上風系 

B304 用貝 敏郎（鹿児島地方気象台）2008年8月5日、東京都豊島区付近で発生した局地的大雨 －まず下

層暖湿気流で積乱雲が発生、その後冷気外出流により降水が強化された－ 

B305 用貝 敏郎（鹿児島地方気象台）2009年7月24日、福岡県で発生した記録的短時間大雨（平成21年７

月中国・九州北部豪雨）－WPRで観測された高度3,000m以下の南成分の下層ジェット－ 

B306 津口 裕茂（気象研）2008年7月28日に兵庫県南部に大雨をもたらした降水系の雲解像モデルによる

再現実験 

B307 加藤 輝之（気象研）平成21年7月中国・九州北部豪雨および8月8～10日四国・岡山・兵庫での豪雨

の発生要因 

B308 廣川 康隆（気象庁予報）2007年11月11-12日に青森県で発生した大雨～その2：渦状擾乱の発達に対

する運動エネルギー収支解析 

B309 山本 晴彦（山口大農）2009年8月9日に発生した兵庫県播磨地方における豪雨の特徴と洪水災害の概

要 

B310 二宮 洸三（JAMSTEC）1968年8月17日飛騨川豪雨の総観規模環境場 
B311 松本 全史（京大院理）竜巻の複合渦の理想化数値シミュレーションによる構造解析 
B312 益子 渉（気象研）2006年台風第13号に伴う竜巻の数値シミュレーション－ミニスーパーセルに伴う

竜巻の発生機構（Ⅱ)－ 

B313 岩根 賢幸（筑波大院生命環境）2009年7月27日群馬県館林市で観測された竜巻の発生環境場につい

て～雲解像モデルによる再現結果から～ 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 9:15～11:30 口頭発表 

 C 会場   
スペシャル・セッション｢惑星大気の多様性｣ 

 座長 ： はしもとじょーじ（岡山大自然） 

C301 黒田 剛史（JAXA/ ISAS）火星全球ダストストームによる極夜の昇温と南北循環強化のメカニズム 

C302 黒田 剛史（JAXA/ ISAS）サブミリ波サウンダによる火星中高層大気循環の観測 
C303 池田 恒平（東大気候システム）金星大気放射伝達モデルの開発（その２） 
C304 高木 征弘（東大院理）金星大気の平均子午面循環 
C305 山本 勝（九大応力研）金星大気低安定度層の1㎞スケール擾乱の数値実験 

 
 座長 ： 高木征弘（東大院理） 

C306 加藤 亮平（九大院理）木星大気大規模渦の数値モデリング 
C307 高橋 芳幸（神戸大院理）大気大循環モデルを用いた陸と海のある惑星の大気大循環計算 
C308 石渡 正樹（北大理）系外惑星の気候探索をめざした数値モデルの開発 
C309 関根 康人（東大院新領域）土星の衛星タイタンの気象と大気化学に対する有機物エアロゾルの役割 

C310 はしもと じょーじ（岡山大自然）金星に海洋が存在した可能性 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 9:15～11:30 口頭発表 

 D 会場   
大気境界層 

 座長 ： 小田僚子（NICT） 

D301 伊藤 純至（東大海洋研）Dust Devilの鉛直渦度の成因 
D302 山口 春季（東大海洋研）湿潤対流混合層内に発生する鉛直渦 
D303 牛山 朋来（農環研）隔離距離による水稲交雑抑制の数値実験 
D304 渡邊 明（福島大理工）最低気温の出現特性について 
D305 竹見 哲也（京大防災研）メソ気象擾乱による強風変動のSGSモデルを用いた高解像度気象解析 

D306 重田 祥範（岡大院自然科学）愛媛県大洲市で発生する局地風「肱川あらし」-地上気象観測と数値

シミュレーションによる解析- 

 

 座長 ： 牛山朋来（農環研） 

D307 近藤 裕昭（産総研）安定境界層とラドン濃度 -気象研鉄塔における測定- 
D308 小田 僚子（NICT）ドップラーライダーにより仙台空港で観測されたストリーク幅の推定 
D309 磯口 治（JAXA/EORC）合成開口レーダを用いた島嶼周辺の海上風特性 
D310 中村 美紀（京大院人間環境）日本科学未来館におけるフラクタル人工樹木の実証実験 
D311 大西 将徳（未来館）2009年7月22日の日食時気温変化と都市と郊外の熱慣性 
D312 酒井 敏（京大院人間環境）大気境界層の諸問題（まとめ） 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 13:30～17:00 口頭発表 

 A 会場   
スペシャル・セッション｢地球温暖化に伴う大気海洋諸現象の変化を考える－CMIP3マルチ気候モデル比較

解析研究から－｣ 

 座長 ： 尾瀬智昭（気象研） 

A351 西井 和晃（東大院理）気候モデル再現性評価における変数冗長性を低減する幾つかの試み 
A352 横井 覚（東大気候システム）クラスタ解析を用いた気候モデルの気候場再現性能評価の試み 

A353 市川 裕樹（名大院環境）熱帯大気大循環と雲の放射影響力の関係性に関する気候モデル再現性 

A354 廣田 渚郎（東大気候システム）CMIP3 マルチモデルにおける熱帯海洋上の非断熱加熱の鉛直構造 

A355 安田 珠幾（気象研）熱帯太平洋における海洋平均構造とENSO特性の将来変化 
A356 末吉 雅和（気象研）CMIP3 マルチモデルデータによる海洋 Rossby 波位相速度の将来変化 
A357 柴田 清孝（気象研）CMIP3モデルによる20世紀ランおける成層圏ENSOのシグナル 
A358 佐藤 尚毅（東京学芸大自然）CMIP3マルチ気候モデルにおけるMJO再現性評価 

 
 座長 ： 中村 尚（東大院理） 

A359 安富 奈津子（地球研）高解像度日平均データから求めた夏季降水の季節進行と長期変化 

A360 二宮 洸三（JAMSTEC）21世紀における5～7月のメイユ・梅雨前線降水帯に関するモデル相互比較 

A361 河谷 芳雄（JAMSTEC）CMIP3モデルにおける夏季太平洋高気圧の気候場および月内変動の再現性 

A362 井上 知栄（筑波大院生命環境）CMIP3マルチ気候モデルにおける夏季アジアモンスーン循環の季節

変化再現性とその将来変化 

A363 谷本 陽一（北大院地球環境）大西洋赤道冷水舌が南アメリカ降水帯に与える影響：気候モデルにお

ける再現性 

A364 遠藤 洋和（気象研）CMIP3マルチモデルにおけるヤマセに関連した大規模循環場の再現性と将来変

化 

A365 高橋 千陽（JAMSTEC）インド洋SSTの北半球夏期における亜熱帯アジアへの影響-CMIP3マルチ気

候モデル再現性評価- 

A366 尾瀬 智昭（気象研）CMIP3モデルの西太平洋降水変動再現性と温暖化予測 
 

総合討論 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 13:30～17:00 口頭発表 

 B 会場   
スペシャル・セッション｢雷嵐（Severe Storm）の観測的研究｣ 

 座長 ： 鈴木 修（気象研） 

B351 鈴木 真一（防災科研）2009年7月27日に館林市で発生した竜巻をもたらした対流雲の構造 
B352 猪上 華子（気象研）2009年7月27日群馬県館林市で発生した竜巻の親雲と環境場の特徴 
B353 中里 真久（気象研）竜巻予測パラメータTVPを用いた竜巻渦内風ベクトル及び被害分布の推定 

B354 楠 研一（気象研）小型ドップラー気象レーダーによる鉄道安全運行のための突風探知システムの基

礎的研究 －最終年度を迎えて－ 

B355 楠 研一（気象研）2008年1月25日 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱（Ⅲ）－上陸前後の竜

巻渦の立体構造の変化－ 

B356 新井 健一郎（JR東日本）小型ドップラー気象レーダーを用いた突風探知システムのプロトタイプの

開発 -2007年12月5日の突風事例による渦探知性能の基本テスト- 

B357 下瀬 健一（気象研）冬季に庄内平野で観測された突風とじょう乱について 
B358 下瀬 健一（気象研）冬季に庄内平野で観測された突風の発生環境場の解析 
B359 別所 康太郎（気象研）冬季日本海側における突風の大気環境について 
B360 大塚 清敏（大林組技研）強風や突風に対する小地形の影響 
B361 白石 晶二（気象予報士会）シビアストーム情報の活用上の問題点など 

 
休憩 

 座長 ： 河崎善一郎（阪大院工） 

B362 西橋 政秀（気象研）庄内高密度観測網による冬季雷の実態解明 －研究計画の概要－ 
B363 道本 光一郎（防衛大）気象レーダーによる雷放電現象の予測法についての一考察 
B364 平原 淳（気象庁観測）レーダー3次元データを用いた落雷推定技術の開発 
B365 吉川 栄一（阪大院工）VHF波帯広帯域デジタル干渉計とKu帯広帯域レーダを用いた雷嵐に対する

初期観測結果 

B366 秋田 学（阪大院工）オーストラリア・ダーウィンにおける15年間の雷嵐観測 
B367 中村 佳敬（阪大院工）雷放電と降水粒子の微物理過程 
 
総合討論 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 13:30～17:00 口頭発表 

 C 会場   
熱帯大気 

 座長 ： 村田文絵（高知大） 

C351 林 泰一（京大防災研）インド亜大陸北東部、アッサム、メガラヤ、バングラデシュにおける気象・

気候と人間活動に関する研究の進展 

C352 村田 文絵（高知大）ダッカにおける大気安定度の季節変化 
C353 康 アルム（京大防災研）インド亜大陸北東部における降水の地域別特徴 
C354 木口 雅司（東大生産研）インド東北部・バングラデシュにおける2009年1～7月の降水現象 
C355 寺尾 徹（香川大教育）バングラデシュにおける下痢症流行パターンに対する気象水文環境と全球的

気候システム変動の影響 

C356 田畑 悦和（京大生存研）1.3-GHzウィンドプロファイラ及びTRMM降雨レーダー観測による海洋大

陸における地域的降水日変化 

C357 森 修一（JAMSTEC）スマトラ島沿岸域における対流系の日周期移動と海上再発達について－

HARIMAU2006観測結果第３報－ 

C358 米山 邦夫（JAMSTEC）中部熱帯インド洋に見られる乾燥空気侵入特性 
C359 勝俣 昌己（JAMSTEC）PALAU2008集中観測期間の熱・水収支 
C360 耿 驃（JAMSTEC）MIRAIにより観測された西部北太平洋における夏のモンスーンオンセットに伴

う降水システム組織化の変遷 

C361 伍 培明（JAMSTEC）海南島に持続的豪雨をもたらした熱帯総観規模擾乱の発達 

 
 座長 ： 清木亜矢子（JAMSTEC） 

C362 清木 亜矢子（JAMSTEC）異なるＥＮＳＯ位相における熱帯季節内振動と偏東風サージとの関係 

C363 久保田 尚之（JAMSTEC）海洋大陸域周辺におけるENSO による降水量の年々変動の地域特性 
C364 須賀 友也（神戸大院理）静止気象衛星毎時長期間連続観測による東インド洋・海洋大陸・西太平洋

領域の季節内・季節・経年変動 

C365 樋口 博隆（東大気候システム）南米大陸上における雲・降水特性の季節間・季節内の変動について 

C366 那須野 智江（JAMSTEC）全球非静力学モデルを用いた2006年12月 MJO 再現実験第３報 --- 雲内

鉛直流の特性と対流の組織化における役割 --- 

C367 久保川 陽呂鎮（北大院地球環境）全球・非静力学大気モデルNICAMの2006年12月MJO実験を用い

た対流圏界面領域の解析 

C368 森 正人（東大気候システム）水惑星実験における東西非対称なSSTに対するHadley循環の非線型応

答 

C369 Roquelaure Stevie（東北大院理）Transition from shallow to deep convection near the ITCZ over the Pacific 
Ocean: Idealistic experiments. 

C370 吉崎 正憲（JAMSTEC）wave CISKを用いた熱的擾乱に関する成長率の水平波数依存性 



 大会第3日 〔 11月27日（金）〕 13:30～17:00 口頭発表 

 D 会場   
観測手法 

 座長 ：中島 孝（東海大） 

D351 山内 洋（気象研）重量式および転倒ます型雨量計を用いた光学式ディスドロメータの精度検証 

D352 花房 龍男（技術顧問）超音波風速温度計と熱電対温度計による潜熱フラックスの測定（その２） 

D353 石井 昌憲（NICT）CO2濃度計測用コヒーレント差分吸収ライダーの開発④ 
D354 長澤 親生（首都大システムデザイン）CO2濃度鉛直分布観測用次世代ライダーの開発（１） 
D355 林 洋司（東大気候システム）地上設置型望遠鏡による温室効果ガスの観測 
D356 小野木 茂（気象研）1.3GHzウィンドプロファイラーの下層測風性能の改善 
D357 岩井 宏徳（NICT）ドップラーライダーによる水平運動量の鉛直フラックスの推定 
D358 佐野 哲也（山梨大院医学工学総合研究）山梨大学X-バンド二重偏波ドップラーレーダーで観測され

た降水システムの初期観測結果 
D359 杉谷 茂夫（NICT）沖縄偏波降雨レーダCOBRAの送信偏波校正作業の省力化と高精度化 
D360 井上 陽子（奈良女子大）地上観測とリモートセンシングデータを用いた大気環境の研究ー視程と大

気消散係数ー 

D361 久慈 誠（奈良女子大理）航空機観測による熱帯対流圏界面付近の氷晶雲の特徴 

 

 座長 ： 久慈 誠（奈良女子大理） 

D362 青梨 和正（気象研）マイクロ波放射計の高周波の輝度温度とその前方計算法の開発 
D363 上清 直隆（気象研）ハイパースペクトル赤外サウンダの再編成チャンネルの有効性について 

D364 入江 仁士（JAMSTEC）静止大気環境衛星による大気汚染物質の観測 ― 紫外可視域のシミュレー

ション ― 

D365 村山 利幸（TUMSAT）シーロメーターとラジオゾンデの同時観測から得られた海洋上低層雲の特性 

D366 大野 裕一（NICT）雲レーダデータによる雲出現率の日変化の解析 
D367 萩原 雄一朗（東北大院理）CloudSat/CALIPSOから求めた雲頂高度の再考 
D368 濱田 篤（地球研）静止衛星split-window観測に基づく準リアルタイム雲頂高度データの作成 
D369 中島 孝（東海大）複数の異なる近赤外波長から推定される雲粒有効半径の違いについて 

D370 古澤 文江（名大地球水循環）TRMM衛星観測と長期再解析JRA-25データによる無降水域の地表面射

出率を使った降水推定への応用に向けて 



大会第1日 〔 11月25日（水）〕17:00～18:00 ポスター・セッション 
P101 関 隆則（気象予報士会）10分降水量の度数分布で見た豪雨の推移 

P102 堀内 祥之（九大院理）梅雨期に大雨をもたらすメソ対流系について 

P103 上庄 拓哉（北大院環境科学）オホーツク海沿岸帯状雲の特徴と分類 

P104 渡来 靖（立正大地球環境科学）2009年2月20日に関東平野内陸域で見られた急激な気温上昇現象の

事例解析 

P105 児玉 安正（弘前大院理工）青森県津軽地方で行われた冬季季節風とヤマセの高層気象観測（序報） 

P106 平塚 いづみ（弘前大院理工）２００８年６月１３日青森県藤崎町に発生した竜巻の解析：函館ドッ

プラーレーダーを用いて 

P107 岩根 賢幸（筑波大院生命環境）2004年9月30日東京都大田区で観測された竜巻の発生環境について 

P108 一川 孝平（東北大院理）成田空港での着陸事故時の気象状況の数値実験 

P109 鶴島 大樹（東北大院環境）LLSにより観測された首都圏周辺における落雷頻度分布 

P110 早坂 忠裕（東北大院理）東北大学における放射・エアロゾル・雲の観測 

P111 櫻井 南海子（防災科研）積乱雲の発生・発達過程解明に向けたKaバンド雲レーダの集中観測の概要 

P112 土屋 拓視（東海大）光学衛星センサによる雲判別性能の統計的調査 

P113 岩崎 杉紀（防衛大地球海洋）ライダ観測に対する注意事項―光の低周波刺激に対する金魚の反応― 

P114 白石 浩一（福岡大理）ムーンフォトメータの開発、2009年春季観測された汚染大気エアロゾルの光

学特性について 

P115 川村  誠治（NICT）デジタルビームフォーミングを利用した改良型バイスタティック降雨レーダ実験 

P116 石元 裕史（気象研）地上多波長マイクロ波放射計による雲域での温度・水蒸気1D-Varリトリーバル 

P117 小林 隆久（気象研）雲・降水レーダーシミュレーターの開発 

P118 関澤 信也（NICT）1.3GHz帯ウィンドプロファイラの同一周波数干渉の一検討 － 市街地における

干渉の影響がない離隔距離 － 

P119 山本 宗尚（千葉大CEReS）衛星データによる北西太平洋域に急激に発達する低気圧の水平構造 

P120 和田 華代（山口大農）沖縄偏波降雨レーダーCOBRAとビデオゾンデによる同期観測―2009年ビデ

オゾンデ観測の概要― 

P121 杉浦 幸之助（JAMSTEC）簡易降水量計を用いた東シベリアSuntar-Khayata山脈周辺における降水量

観測 

P122 田上 雅浩（熊大自然科学）熊本における降水同位体比の季節変動と短時間変動 

P123 村田 文絵（高知大）高知における線状降水帯による雨滴粒度分布 

P124 斎藤 篤思（気象研）航空機搭載用氷晶核測定装置の開発 

P125 佐藤 陽祐（東大気候システム）ビン型雲モデルを用いた対流性降水の降水粒子形成メカニズムに関

する数値実験 

P126 中井 専人（防災科研）降雪プロファイルと地上降雪：数値実験と観測との比較 

P127 中村 誠臣（気象研）浅い積雲対流の表現の解像度や境界層スキーム等への依存性についての非静力

学モデル（NHM）による比較実験 

P128 瀬古 弘（気象研）都市部に大雨をもたらした雷雨のLETKFを用いたアンサンブル予報実験 

P129 境 剛志（東北大院理）LETKFを利用した空港周辺の3次元風に関する実況監視予測システムの構想 

P130 大門 禎広（気象予報士会）青空の放射温度 

P131 板橋 秀一（九大院総理工）化学輸送モデルCMAQを用いた沖縄県辺戸岬における越境大気汚染の解

析 ―2008年春季のW-PASS集中観測をもとに― 



大会第1日 〔 11月25日（水）〕17:00～18:00 ポスター・セッション 
P132 川村 隼人（新潟大院自然科学）新潟市の気象データベース作成 

P133 朝倉 利員（果樹研）暖地におけるサクラの開花・休眠打破日の推移と開花に必要な冬季の気温条件 

P134 山崎 俊成（山口大院農）小・中学生を対象とした水防災教育に関する教材の高度化と実践・評価 

P135 西澤 誠也（神戸大院理）GPGPU によるβ平面2 次元減衰性乱流実験 

P136 山本 博基（京大院理）回転流体における軸対称乱流プルームの合体に関する室内実験 

P137 板野 稔久（防衛大地球海洋）円形境界内の軸対称渦の特異値解析 

P138 工藤 玲（気象研）直達・散乱日射の地上観測からのエアロゾル光学特性の推定 

P139 熊岡 直紀（東北大院理）CALIPSOデータを用いたエアロゾルマスクと消散係数の導出 

P140 原 由香里（環境研）地上/衛星搭載ライダーと化学物質輸送モデルにより示された東アジア域にお

ける球形エアロゾル分布の季節変動 

P141 佐竹 晋輔（東北大院理）日本上空のエアロゾル層鉛直分布の季節変化 

P142 高島 久洋（JAMSTEC）MAX-DOAS法による船上観測: 海洋上におけるエアロゾル・NO2 の変動 

P143 古賀 正憲（九大院総理工）航空機排出エアロゾルの気候への影響に関する研究 

P144 李 杰（JAMSTEC）Role of regional anthropogenic emissions in the summer surface ozone maximum in the 
northeastern Tibetan Plateau-modeling studies 

P145 小林 ちあき（気象研）北半球中緯度下部成層圏オゾントレンドにおける力学的要因の寄与 

P146 関谷 高志（名大院環境）エルニーニョに伴う熱帯・亜熱帯対流圏オゾンの変動 

P147 詹 博硯（名大院環境）火山起源SO2及びSO4の輸送経路及び化学変化過程の再現 

P148 梅澤 拓（東北大院理）西太平洋下部／上部対流圏でのメタン濃度と炭素・水素安定同位体比の季節

変動 

P149 衛藤 聡美（奈良女子大）SCIAMACHYセンサが観測した大気中メタンデータの比較解析 

P150 永井 智広（気象研）二酸化炭素鉛直分布測定用1.6μm帯DIAL受信部の開発 

P151 川合 真一朗（名大院環境）陸域生物圏モデルBEAMSへの植生動態の組み込みによる炭素循環の将

来予測 

P152 北 和之（茨城大理）黄海および東シナ海上空での一酸化炭素増大の航空機観測 

P153 田中 泰宙（気象研）鉱物ダストおよび黒色炭素エーロゾル沈着を考慮した雪氷面アルベド2層モデ

ルの開発 

P154 渡辺 幸一（富山県立大）立山・美女平における硫酸エアロゾルの動態 

P155 蒲生 稔（産総研）中高緯度落葉樹林帯における葉のフェノロジーの水平・経年変化 

P156 佐藤 透（熊大自然科学）比抵抗探査法を用いた土壌水分布の蒸発散過程による変化量の観測 

P157 東 邦昭（京大生存基盤）信楽MU観測所における大気境界層の特性 

P158 中川 清隆（立正大地球環境科学）弱風晴天日における日射，気温，海陸風の日変化位相差形成メカ

ニズム 

P159 森谷 祐介（京大生存研）レンジイメージング・ウィンドプロファイラーによる大気境界層の発達の観測 

P160 秋本 祐子（筑波大学院生命環境）土地利用データと大気データの変更が領域気象モデルWRFに与え

るインパクト 

P161 田上 浩孝（環境研）夏季の都市市街地で観測される温度分布とその要因―川崎市川崎区における観

測とCFDによる検証― 

P162 青柳 曉典（気象研）人工排熱・建物構造・粗度長が都市域の地上気温に与える影響について -単層

都市キャノピースキームを導入したNHMによる感度実験- 



大会第1日 〔 11月25日（水）〕17:00～18:00 ポスター・セッション 
P163 伊東 瑠衣（同志社大院工）大阪湾の改変が及ぼす阪神地域の気候への影響 

P164 栃本 英伍（九大院理）梅雨前線帯の低気圧の発達過程と環境場 

P165 平野 淳平（首都大都市環境）古日記天候記録にもとづく幕末期の冬の気候復元 ‐暖冬傾向の1840
年代後半～1850年代前半‐ 

P166 梅村 界渡（神戸大院人間発達環境）確率微分方程式モデルを用いた古気候時系列データの解析 

P167 久保田 尚之（JAMSTEC）20世紀前半の西部北太平洋域の台風経路の復元 

P168 徳野 正己（気象研）台風再解析CI数と中心気圧及び最大風速の関係 

P169 奥 勇一郎（京大防災研）可能最大被害予測を目的とした渦位逆変換法による台風ボーガシング 

P170 吉野 純（岐阜大院工）台風渦位ボーガスによる台風初期値化と台風予測実験 

P171 重里 昌（東京海上研究所）低解像度平均場を用いた台風強度・頻度の推定方法の開発 

P172 久保 勇太郎（九大院理）季節内変動と台風発生の関係 

P173 吉田 龍二（京大防災研）東西風合流域パターンにおける熱帯低気圧発生の数値シミュレーションを

用いた事例解析（T0118・T0511） 

P174 吉田 康平（北大院環境）熱帯対流圏界面付近における準二年周期振動の構造 

P175 妻鹿 友昭（京大生存研）赤道大気レーダー・偏光ライダーによる雲底付近の鉛直流変動-CLEARキ
ャンペーンにおける観測結果- 

P176 上米良 秀行（JAMSTEC）東南アジアの多地域に適用できるレーダー・雨量計データ統合技術の開発 

P177 安田 珠幾（気象研）大気海洋結合モデルによる季節予測実験におけるエルニーニョ現象後のインド

洋海面水温の上昇 

P178 高橋 桂子（JAMSTEC）MSSG-AとWAVEWATCHⅢの連成計算 

P179 小守 信正（JAMSTEC）CFESによる高解像度大気海洋結合シミュレーション（IV) 

P180 酒井 久美（富山大院理工）自己組織化マップを用いた西太平洋～インド洋のENSOシグナルの抽出 

P181 陳 桂興（東北大院理）Regional impacts of the diurnal monsoon variability on precipitation over 
southeastern China 

P182 山田 朋人（北大）Diurnal Characteristics of Summertime Rainfall over North America in a Dynamically 
Downscaled Reanalysis Dataset（US10) 

P183 平形 麻紀（東北大学院理）ライダ搭載観測衛星CALIPSO による雲粒子タイプの全球季節変動解析 

P184 池田 正樹（筑波大院生命環境）ブロッキング高気圧の発生位置とAOの関係 

P185 高橋 清利（気象庁気候情報）第2次気象庁長期再解析（JRA-55） 

P186 野原 大輔（電中研）統計的ダウンスケーリング法を用いた季節予報 -予報の検証とその応用- 

P187 西森 基貴（農環研）再解析データを用いた統計的／力学的ダウンスケーリング結果の相互比較 

P188 飯泉 仁之直（農環研）3機関RCMと統計的ダウンスケーリングとの比較：現在気候の月平均気温・

月降水量 

P189 新藤 永樹（気象研）NHM による台風アンサンブル実験と擬似温暖化実験 

P190 若月 泰孝（JAMSTEC）気候変化差分の年々変動を考慮した疑似温暖化境界場の作成手法 

P191 水田 亮（AESTO）高解像度大気モデルでの北半球冬季の低気圧活動の将来変化（その2) 

P192 長谷川 聡（環境研）CMIP3気候モデルによるSRES実験を用いたパターンスケーリング 

P193 出牛 真（気象研）２１世紀予測実験に基づいた成層圏における物質輸送特性の長期変動解析 

P194 石原 幸司（気象研）地球温暖化に伴う気温変化の正規性を利用した都道府県別評価 



大会第3日 〔 11月27日（金）〕11:30～12:30 ポスター・セッション 
P301 山本 晴彦（山口大農）2009年7月21日に発生した山口豪雨の特徴と水災害の概要 

P302 佐々 浩司（高知大理）四国における線状降水帯の分布 

P303 岡本 宏樹（名大地球水循環）北陸地方西部沿岸に発生する停滞性線状降雪帯の形成要因 

P304 橋口 太一郎（首都大システムデザイン研究科）ドップラーライダーによる清川ダシ観測・解析と数

値モデルとの比較 

P305 河合 克仁（防衛大地球海洋）庄内平野における降雪雲に伴うガストの特徴―環境場の考察― 

P306 関 佐和香（筑波大計算科学）2009年夏季に大西洋熱帯域で発生した航空機乱気流遭遇事故の気象学

的解析 

P307 小笠原 拓也（気象協会）2009年7月27日竜巻発生時における館林市街地の気温・湿度変化 

P308 根平 嶺央（高知大院）四国中央部における夏季雷雲と落雷の関係 

P309 Dim Jules Rostand（JAXA/EORC）Strategy for Long-term Analysis of Global Cloud Trends from Satellite 
Observations 

P310 佐藤 可織（JAXA/EORC）衛星搭載雲レーダ／ライダ複合利用による雲プロダクト用アルゴリズム

の開発 

P311 徳野 正己（気象研）MTSAT-1Rによる火災域及び火災温度の推定 

P312 佐川 正人（釧路高専）霧出現時の視程計による視程と画像判定による視程との関係 

P313 脇阪 洋平（京大生存研）GNU Radioを用いたウィンドプロファイラー用デジタル受信機の開発 

P314 中川 勝広（NICT）GPM（全球降水観測計画)/DPR（二周波降水レーダ） 軌道上校正方法の検討 

P315 足立 アホロ（気象研）雲・降水レーダーシミュレーターの開発（NHM データへの応用） 

P316 前坂 剛（防災科研）メタルスペースフレーム型レドームがMPレーダ観測に与える影響について 

P317 古本 淳一（京大生存研）400MHz帯WPR・RASSによる亜熱帯域気温連続観測の精度検証 

P318 古澤 文江（名大地球水循環）TRMM衛星塔載降雨レーダPRの観測から解かる激変する長江流域の

降水の変化 

P319 纐纈 丈晴（名大地球水循環）マルチパラメータレーダーを用いた雷雲の粒子判別 

P320 濱田 篤（地球研）高密度雨量計ネットワークに基づく日降水量グリッドデータの精度評価 

P321 青木 篤史（北大院地球環境）雨縞の研究（1）―最大粒径に着目して― 

P322 石元 裕史（気象研）2DPデータを用いた雪片形状の推定 

P323 Roh Woosub（東大気候システム）Evaluation of cirrus properties of cloud-resolving model simulations using 
CALIPSO/CloudSat over the tropical open ocean 

P324 篠田 太郎（名大地球水循環）地上観測データを用いた雲解像モデルCReSSにおける雪と霰の割合の

検証 

P325 本吉 弘岐（防災科研）吹雪予測モデルのための気象数値予測における粗度と風速について 

P326 寺崎 康児（筑波大計算科学）スペクトル空間で見る次世代大気モデルNICAMの特徴 

P327 瀬古 弘（気象研）観測システムシミュレーション実験でみたCOSMICの横掩蔽観測のインパクト 

P328 岡本 幸三（気象庁数値予報）ハイパースペクトル赤外サウンダの輝度温度の同化（3）-Aqua/AIRS
とMetop/IASIの同化- 

P329 青柳 曉典（気象研）格子状ブロック群の実効アルベド／実効射出率を考慮した放射平衡温度 

P330 藤田 慎一（電中研）代理表面法を用いたオゾンの乾性沈着フラックスの日変化の測定 

P331 中里 真久（気象研）天頂観測用Xバンドレーダー及びFMCW型Kaバンドレーダーによるシーディン

グ有効雲の観測 



大会第3日 〔 11月27日（金）〕11:30～12:30 ポスター・セッション 
P332 折笠 成宏（気象研）ドライアイスシーディングに伴う山岳性降雪雲の微物理構造の変化（その２） 

P333 橋本 明弘（気象研）航空機による雲シーディング実験の高解像度数値シミュレーション 

P334 脊戸 仁一郎（防大地球）2006年2月4日における人工降雨実験の事例解析 

P335 西山 浩司（九大院工）2008年1月17日佐世保人工降雨実験を対象にした氷晶軌跡の推定 

P336 脇水 健次（九大院農）2009年1月24日に山口県長門市沖で実施した液体炭酸を用いた人工降雨実験 

P337 増田 一彦（気象研）ボロノイ型氷晶粒子の散乱分布関数 

P338 深堀 正志（気象大）分光放射計を用いた可降水量の推定 

P339 真野 裕三（気象研）高波数分解能の衛星サウンダーにおける透過率のチャネル間相関 

P340 山崎 明宏（気象研）福岡での2009年春季エアロゾル光学特性集中観測期間中の炭素成分分析結果 

P341 弓本 桂也（九大応力研）タクラマカン砂漠起源ダストの大陸間輸送：CALIPSOと数値モデルを組み

合わせた３次元解析 

P342 原 圭一郎（福岡大理）南極下層対流圏のエアロゾル鉛直分布とその季節変化 

P343 三浦 和彦（東京理科大理）日本各地で測定したサブミクロン粒子の粒径分布（２） 

P344 直江 寛明（気象研）生成された海塩エアロゾルのアルカリが消失する時間 

P345 山地 一代（JAMSTEC）領域物質輸送モデルを用いたCentral East China域における大気汚染物質の変

動解析 

P346 中谷 彩（奈良女大院人間文化）衛星で観測された対流圏オゾン気柱量の変動解析 

P347 杉田 考史（環境研）硝酸塩素の変化からみた硝酸三水和物による異相反応速度 

P348 槙山 恵子（名大院環境）CALIPSOで観測された北極PSC 

P349 八代 尚（JAMSTEC）全球大気化学輸送モデルを用いた対流圏水素濃度の再現実験 

P350 寺尾 有希夫（環境研）西太平洋における大気メタン濃度のトレンドと年々変動 

P351 清水 厚（環境研）日本国内における黄砂重量濃度とライダー観測による消散係数との関係 

P352 眞木 貴史（気象研）オンライン輸送モデルの開発と航空機観測データ等による検証について 

P353 高瀬 健太郎（名大院環境）バイオマスバーニングが対流圏COの全球分布へ与える影響に関する解

析 

P354 朽木 勝幸（気象研）積雪不純物濃度測定における濾過フィルターの違い 

P355 渡辺 幸一（富山県立大）富山県における露水および大気中の過酸化物濃度の測定 

P356 萩野谷 成徳（気象研）チベット高原ナム湖における熱・水循環過程の研究 

P357 石田 祐宣（弘前大院理工）植生上粗度層内で観測された顕熱フラックスの考察 

P358 秋本 祐子（筑波大学院生命環境）日本で発生する霧の気候学的研究 

P359 瀬戸 芳一（首都大院都市環境）対数則により補正した観測風を用いた関東平野における夏季の収

束・発散場 

P360 根本 由紀子（気象予報士会）東京における冬季の気温と降水量の関係―2 

P361 大塚 清敏（大林組技研）小型ドップラーライダーによる東京都東部における境界層の風観測 

P362 小野 恭平（九大院総理工）人工排熱を用いた都市熱環境の再現 

P363 中川 清隆（立正大地球環境科学）埼玉県熊谷市の夜間都市ヒートアイランド強度と郊外接地逆転強

度の関係 

P364 小柴 美香（東北大院理）日本付近において急激に発達する温帯低気圧に関する長期解析 ～春季お

よび秋季における発達要因の考察～ 



大会第3日 〔 11月27日（金）〕11:30～12:30 ポスター・セッション 
P365 早崎 将光（千葉大CEReS）日本付近における春季の低気圧活動の年々変動 

P366 石崎 紀子（気象研）観測データの気候学的な地点代表性について 

P367 遠藤 洋和（気象研）過去100年の日降水量データによる梅雨の季節進行の長期変化 

P368 遠藤 伸彦（JAMSTEC）東南アジア地域における降水極値の長期変化傾向 

P369 北畠 尚子（気象研）等渦位面解析の台風への利用 

P370 藤田 実季子（JAMSTEC）台風0806号（Fengshen)発生期における海面熱フラックスの効果 

P371 加藤 雅也（名大水循環）雲解像モデルを用いた現在気候と将来気候における台風の比較 

P372 藤木 孝則（弘前大院理工）北西太平洋北緯25度以北でSubtropical Stageから発達するTropical Cyclone
の発生時の特徴 

P373 福富 慶樹（JAMSTEC）北半球冬季インド洋上における南西進する熱帯波動擾乱の構造と性質 

P374 西 憲敬（京大院理）熱帯雲システムの乱層雲内上昇流に関する数値実験（序報) 

P375 上本 智也（名大院環境）熱帯圏上部対流圏における雲の微物理特性 

P376 間瀬 博文（所属なし）マッデン・ジュリアン振動の東進メカニズムの解明へ 

P377 高橋 清利（気象庁気候情報）気象庁１か月アンサンブル予報モデルにおけるMJO に関連する潜熱

加熱率のTRMM 潜熱加熱率データを用いた検証 ～2006 年12 月の事例から～ 

P378 本多 祐美子（奈良女子大理）衛星観測による東南アジアにおけるバイオマスバーニングの研究  2.
バイオマスバーニングに伴って発生する物質とエアロゾルの種類 

P379 一柳 錦平（熊大自然科学）水蒸気の起源解析によるインドシナ半島の夏季モンスーンの定義 

P380 大庭 雅道（電中研）CMIP３マルチ気候モデルにおけるENSOの遷移の非対称性とその気候場・太平

洋十年変動の関係 

P381 五十嵐 弘道（JAMSTEC）4D-VAR海洋再解析を用いたPDOの統計予測 

P382 竹内 茜（筑波大院生命環境）北太平洋高気圧の季節変化と発達要因 

P383 黒崎 泰典（鳥大乾地研）マンダルゴビにおける風送ダスト発生の長期変動とその要因 

P384 紺屋 恵子（JAMSTEC）モンゴル西部・Potanin氷河周辺の長期変動と質量収支への影響 

P385 長谷川 怜（東北大院理）冬期北半球における定常波動エネルギーと平均子午面循環の関係 

P386 大橋 正宏（筑波大院生命環境）北極域の温暖化パターンの解析的研究 

P387 川上 瑠菜（九大院理）南半球における独立成分の抽出 

P388 井上 豊志郎（東大気候システム）雲システム解像モデルと衛星で観測されたアフリカ南部における

深い対流雲の日変化 

P389 宇田川 佑介（北大院環境）南半球中高緯度における大気大循環場はなぜシフトするのか？ 

P390 中田 淳子（京大防災研）20km解像度地域気候モデル出力のバイアス補正に関する研究 

P391 中野 満寿男（AESTO）領域気候実験におけるSBC法の台風強度予測への影響 

P392 荒川 理（気象研）高解像度気候モデルにおいて再現された夏期アジアモンスーン域における降水と

標高の関係の将来変化 

P393 野原 大輔（電中研）オーバーシュートシナリオに見られる気候変化 -北半球冬季の低気圧活動の特

徴- 

P394 石原 幸司（気象研）CMIP3マルチ気候モデルにおける全球平均および帯状平均気温の再現性評価 

P395 松枝 未遠（AESTO/MRI）南半球ブロッキング現象の将来変化 


